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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】令和3年11月4日(2021.11.4)
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【手続補正書】
【提出日】令和3年9月27日(2021.9.27)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　活性成分として、ＣＣＮ５タンパク質またはその断片をコードするヌクレオチド配列を
含む遺伝子コンストラクトを含む、不整脈を予防または治療するための医薬組成物。
【請求項２】
　ＣＣＮ５タンパク質が配列番号１によって表されるアミノ酸配列を有する、請求項１に
記載の医薬組成物。
【請求項３】
　ＣＣＮ５タンパク質をコードするヌクレオチド配列が配列番号２によって表される配列
である、請求項１に記載の医薬組成物。
【請求項４】
　遺伝子コンストラクトがそれに作動可能に連結したプロモーター配列を含む、請求項１
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～３のいずれかに記載の医薬組成物。
【請求項５】
　プロモーターが、ＣＭＶプロモーター、アデノウイルス後期プロモーター、ワクシニア
ウイルス７．５Ｋプロモーター、ＳＶ４０プロモーター、ＨＳＶ　ｔｋプロモーター、Ｒ
ＳＶプロモーター、ＥＦ１アルファプロモーター、メタロチオネインプロモーター、ベー
タ－アクチンプロモーター、ヒトＩＬ－２遺伝子プロモーター、ヒトＩＦＮ遺伝子プロモ
ーター、ヒトＩＬ－４遺伝子プロモーター、ヒトリンホトキシン遺伝子プロモーターおよ
びヒトＧＭ－ＣＳＦ遺伝子プロモーターからなる群から選択されるいずれか１つである、
請求項４に記載の医薬組成物。
【請求項６】
　遺伝子コンストラクトがＳＥＲＣＡ２ａタンパク質またはその断片をコードするヌクレ
オチド配列をさらに含む、請求項１～５のいずれかに記載の医薬組成物。
【請求項７】
　遺伝子コンストラクトにおいて、ＳＥＲＣＡ２ａタンパク質またはその断片をコードす
るヌクレオチド配列が、５’から３’の方向で、ＳＥＲＣＡ２ａタンパク質またはその断
片をコードするヌクレオチド配列－ＣＣＮ５タンパク質またはその断片をコードするヌク
レオチド配列の順に含まれる、請求項６に記載の医薬組成物。
【請求項８】
　遺伝子コンストラクトが、ＳＥＲＣＡ２ａタンパク質またはその断片をコードするヌク
レオチド配列とＣＣＮ５タンパク質またはその断片をコードするヌクレオチド配列の間に
位置する自己切断配列を含む、請求項７に記載の医薬組成物。
【請求項９】
　自己切断配列が、ブタテッショウウイルス－１、ゾセア・アシグナウイルス、ウマ鼻炎
Ａウイルスまたは口蹄疫ウイルスに由来する２Ａペプチドをコードするヌクレオチド配列
である、請求項８に記載の医薬組成物。
【請求項１０】
　自己切断配列がブタテッショウウイルス－１に由来する２Ａペプチドをコードするヌク
レオチド配列である、請求項８に記載の医薬組成物。
【請求項１１】
　自己切断配列が配列番号６によって表されるヌクレオチド配列である、請求項８に記載
の医薬組成物。
【請求項１２】
　不整脈が心房性不整脈または心室性不整脈である、請求項１～１１のいずれかに記載の
医薬組成物。
【請求項１３】
　活性成分として、ＣＣＮ５タンパク質またはその断片をコードするヌクレオチド配列を
搭載している発現ベクターを含む、不整脈を予防または治療するための医薬組成物。
【請求項１４】
　発現ベクターがＳＥＲＣＡ２ａタンパク質またはその断片をコードするヌクレオチド配
列をさらに搭載する、請求項１３に記載の医薬組成物。
【請求項１５】
　発現ベクターにおいて、ＳＥＲＣＡ２ａタンパク質またはその断片をコードするヌクレ
オチド配列が、５’から３’の方向で、ＳＥＲＣＡ２ａタンパク質またはその断片をコー
ドするヌクレオチド配列－ＣＣＮ５タンパク質またはその断片をコードするヌクレオチド
配列の順に含まれる、請求項１４に記載の医薬組成物。
【請求項１６】
　発現ベクターが、ＳＥＲＣＡ２ａタンパク質またはその断片をコードするヌクレオチド
配列とＣＣＮ５タンパク質またはその断片をコードするヌクレオチド配列の間に位置する
自己切断配列をさらに含む、請求項１５に記載の医薬組成物。
【請求項１７】
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　発現ベクターが、プラスミドベクターおよびコスミドベクターからなる群から選択され
るいずれか１つである、請求項１３～１６のいずれかに記載の医薬組成物。
【請求項１８】
　活性成分として、ＣＣＮ５タンパク質またはその断片をコードするヌクレオチド配列を
含む組換えウイルスを含む、不整脈を予防または治療するための医薬組成物。
【請求項１９】
　ウイルスが、アデノウイルス、アデノ随伴ウイルス（ＡＡＶ）、レトロウイルス、レン
チウイルス、単純ヘルペスウイルスおよびワクシニアウイルスからなる群から選択される
いずれか１つである、請求項１８に記載の医薬組成物。
【請求項２０】
　組換えウイルスが、ＳＥＲＣＡ２ａタンパク質またはその断片をコードするヌクレオチ
ド配列をさらに含む、請求項１８または１９に記載の医薬組成物。
【請求項２１】
　ＣＣＮ５タンパク質を含む、不整脈を予防または治療するための医薬組成物。
【請求項２２】
　ＳＥＲＣＡ２ａタンパク質をさらに含むか、またはＳＥＲＣＡ２ａタンパク質との組合
せにおける使用のための、請求項２１に記載の医薬組成物。
【請求項２３】
　不整脈を予防または治療するための医薬の製造のための、ＣＣＮ５タンパク質またはそ
の断片をコードするヌクレオチド配列を含む遺伝子コンストラクト、ＣＣＮ５タンパク質
またはその断片をコードするヌクレオチド配列を搭載している発現ベクター、またはＣＣ
Ｎ５タンパク質またはその断片をコードするヌクレオチド配列を含む組換えウイルスの使
用。
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